
学
校
給
食
の
無
償
化
は
全
て
の
子
供
に

公
平
で
、徴
収
の
繁
雑
さ
も
な
く
な
る
。

日
本
の
総
人
口
は
ピ
ー

ク
を
指
す
、
2010
年
の

1
億
2800
万
人
か
ら
57
年
後
に
は

7528
万
人
に
ま
で
減
少
す
る
予
想

と
な
っ
て
い
る
。

　
人
口
構
成
で
は
年
少
人
口
及
び

生
産
人
口
が
急
激
に
減
少
し
、
高

齢
者
人
口
だ
け
が
高
止
ま
り
す

る
。
そ
の
中
で
の
県
単
位
で
は
秋
田

県
は
108
万
人
が
25
万
人
に
、
ま
た
鳥

取
県
は
58
万
人
が
20
万
人
と
な
り
、

我
が
千
葉
県
に
お
い
て
も
620
万
人
が

419
万
人
と
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。

　
東
京
に
一
極
集
中
と
な
る
人
口
を

ど
れ
だ
け
千
葉
県
へ
呼
び
込
む
こ
と

が
出
来
る
の
か
で
あ
る
。

　
本
県
で
も
実
施
し
て
い
る
子
供
医

療
費
助
成
事
業
は
他
県
で
は
ど
の
様

な
状
況
か
。

助
成
基
準
は
異
な
る
が
、
全

都
道
府
県
で
実
施
し
て
い
る
。

対
象
年
齢
で
見
る
と
、
本
県
よ
り
も

年
齢
設
定
が
高
い
都
道
府
県
は
、
入

院
で
は
1
県
の
み
で
あ
り
、
通
院
で

は
11
都
府
県
と
な
っ
て
い
る
。

他
県
と
比
べ
て
も
助
成
率

が
高
い
方
で
あ
り
、
よ
く

や
っ
て
頂
い
て
い
る
と
考
え
る
。
し

か
し
ま
だ
ま
だ
子
育
て
支
援
は
必
要

で
あ
る
の
で
力
を
入
れ
て
い
っ
て
頂

き
た
い
。

学
校
給
食
の
無
償
化
は
全
て
の
子
供
に

公
平
で
、徴
収
の
繁
雑
さ
も
な
く
な
る
。本紙には質問の要旨を抜粋して掲載しております。全体の内容は千葉県議会ホームページにて動画で見られます。

急務
少子化対策

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

急
激
な
人
口
減
少
を
止
め
る
事

問

答

要
望

未
来
の
た
め
に
公
平
な
支
援
を
す
る
事

未
来
の
た
め
に
公
平
な
支
援
を
す
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す
る
事

未
来
の
た
め
に
公
平
な
支
援
を
す
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す
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学
校
給
食
の
無
償
化
は
青
森

県
七
戸
町
、山
口
県
和
木
町
な

ど
市
町
村
単
位
で
実
施
す
る
所
が
増

え
て
き
て
い
る
。千
葉
県
に
お
い
て
は

小
中
学
校
の
全
て
が
給
食
と
な
っ
て

お
り
、子
供
達
に一番
公
平
に
行
き
渡

る
支
援
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
県
内
市
町
村
立
小
中
学
校
が
徴
収

し
て
い
る
年
間
の
給
食
費
の
総
額
は

い
く
ら
か
。

平
成
23
年
度
の
給
食
費
の
総

額
は
約

254
億
4
千
2
百
万

で
あ
る
。県

と
し
て

給
食
費
の

無
償
化
は
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。

問

学
校
給
食
法
に
よ
り
設
置
者

で
あ
る
市
町
村
と
保
護
者
が

そ
れ
ぞ
れ
分
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
県
が
直
接
保
護
者
の
負
担
軽

減
は
で
き
な
い
が
、
県
教
育
委
員
会

と
し
て
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
情
報

提
供
し
て
い
く
。

無
償
化
と
な
れ
ば
徴
収
の

際
の
繁
雑
さ
も
な
く
な
る

し
、
全
て
の
子
供
に
公
平
に
行
き
渡

る
支
援
と
な
る
。
ぜ
ひ
、
推
進
を
し

て
頂
き
た
い
。

答問

答要
望

年次

北海道

秋　田

宮　城

東　京

千　葉

愛　知

大　阪

鳥　取

福　岡

沖　縄

全国計

2010年

5,506

1,086

2,348

13,159

6,216

7,411

8,865

589

5,072

1,393

128,049

2020年

5,096

937

2,258

14,076

6,341

7,519

8,700

537

4,967

1,424

125,027

2030年

4,493

769

2,086

14,656

6,152

7,337

8,158

469

4,696

1,403

117,336

2040年

3,801

606

1,862

15,044

5,757

6,990

7,439

397

4,301

1,341

107,275

2050年

3,129

462

1,623

15,281

5,295

6,584

6,688

327

3,869

1,248

96,798

2060年

2,521

345

1,387

15,239

4,763

6,089

5,876

265

3,425

1,139

86,740

2070年

1,975

251

1,156

14,979

4,190

5,538

5,056

209

2,971

1,021

75,289

変化率

35.9％

23.1％

49.2％

113.8％

67.4％

74.7％

57.0％

35.5％

58.6％

73.3％

58.8％

◆2010年〜2070年の都道府県別人口予想

（参考）国立社会保障・人口問題研究所

◆日本の人口



■
賛
成

・�

瀬
戸
内
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
木
更
津
発
展

の
為
、
絶
対
必
要

・�

高
い
と
通
る
車
が
少
な
い

・�

恒
久
化
は
賛
成
で
す
が
、
首
都
高
速
と
同
じ

に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か

・
仕
事
上
絶
対
必
要

・�
大
学
通
学
な
ど
利
便
性
大

・�

800
円
死
守
し
な
け
れ
ば
、
木
更
津
は
沈
没
す
る

・�

営
業
範
囲
が
確
実
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本
日
7
日（
日
本
時
間
8
日
午
前
5
時
）に
発
表

招
致
で
き
れ
ば
国
民
が
7
年
間
夢
を
持
つ
こ
と
が
出
来
、東
京
湾
全
体
の
協
力
の
中
で

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
800
円
の
恒
久
化
へ
も
繋
が
っ
て
行
く

■
賛
成

・
木
更
津
を
全
国
に
宣
伝
で
き
る

・�

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
定
着
を
願
う

・
と
て
も
楽
し
か
っ
た

・�

イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
県
民
市
民
の
気
持
ち
も
流

れ
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る

・�

木
更
津
も
潮
干
狩
り
だ
け
で
は
ダ
メ

・�

イ
ベ
ン
ト
は
情
報
発
信
と
し
て
大
事

・�

開
催
に
よ
り
よ
う
や
く
木
更
津
が
も
り
あ
が
っ

た
と
こ
ろ
な
の
で
、ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い

・
木
更
津
に
多
く
の
人
々
を
呼
べ
た

恒
久
化
を
進
め
て
ほ
し
い

・�

800
円
以
上
な
ら
使
用
し
な
い

・�

�800
円
が
終
了
す
る
と
、一気
に
利
用
者
が
減
り
、千

葉
県
全
体
の
景
気
が
先
細
り
し
て
し
ま
う

・�

800
円
助
か
っ
て
い
ま
す
。

・
続
行
賛
成

■
反
対

・��

千
葉
県
に
魅
力
が
あ
れ
ば
集
客
で
き
る
か
ら

値
段
は
関
係
な
い

・�

利
用
す
る
車
か
ら
捻
出
す
る
べ
き

・�

県
が
負
担
す
る
に
は
、
予
算
が
な
い
の
で
は

・�

県
か
ら
の
支
出
は
県
民
の
税
金
な
の
で
、
利

用
者
が
負
担
す
る
べ
き

・�

観
光
客（
他
県
）も
負
担
す
る
べ
き

・�

800
円
で
は
、
建
設
費
の
償
還
ど
こ
ろ
か
利
子

さ
え
も
払
え
な
い
の
で
は

・
建
設
費
は
、
予
定
通
り
返
す
べ
き

■
金
額
設
定

・�

800
円
で
な
く
500
円
に

・�

1500
円
位
ま
で
値
上
げ
し
た
方
が
い
い

・�

建
設
費
を
回
収
、
経
年
劣
化
の
修
理
対
応
が

発
生
す
る
将
来
を
見
据
え
た
金
額
設
定
を

■
賛
成

・
賛
成
だ
け
ど
東
京
で
は
な
く
国
策
で

・
東
京
以
外
な
ら

・
日
本
を
盛
り
上
げ
た
い

・�

国
民
を
あ
げ
て
の
連
帯
感
、
国
際
親
交
に
も

格
好
の
イ
ベ
ン
ト
盛
り
上
げ
た
い

■
反
対

・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
の
開
催
に
賛
成

・
親
日
国
を
大
切
に
す
る
べ
き

・
ト
ル
コ
開
催
が
良
い

・
東
北
が
完
全
復
活
し
て
か
ら

・
治
安
が
心
配

・
未
実
施
国
に
や
ら
せ
た
方
が
い
い

・�

国
の
借
金
が
1000
兆
も
あ
る
の
に
、
お
祭
り
騒

ぎ
で
は
な
い

・
木
更
津
に
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
算
を
社
会
保
障
に

■
議
員
報
酬
・
定
数
削
減

・�

少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、
消
費

税
値
上
げ
、
議
員
定
数
、
報
酬

削
減
賛
成

・�

議
員
報
酬
高
す
ぎ
、
定
数
削
減

を
な
か
な
か
実
現
し
な
い

・
全
て
の
議
員
の
数
を
半
分
に

・�

県
議
を
10
万
人
に
1
人
の
選
出

で
あ
れ
ば
、
10
万
人
以
下
の
市

か
ら
は
選
出
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
が
、
地
域
特
有
の
問
題
へ
の

取
り
組
み
は
？

・�

公
務
員
の
給
与
削
減
、絶
対
必

要
・
議
員
報
酬
・
定
数
削
減
に
賛
同

・
公
務
員
も
報
酬
削
減
す
る
べ
き

■
街
に
つ
い
て

・�

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
客
は
い
る

が
、
市
内
へ
の
取
り
組
み
に
努

力
を

・�

食
の
町
お
こ
し
や
海
岸
を
有
効

活
用
し
て

・�

木
更
津
か
ら
久
留
里
に
遊
歩
道

を
・�

木
更
津
増
進
セ
ン
タ
ー
に
風
呂

の
復
活
を

・�

子
ど
も
が
1
日
中
無
料
で
遊
べ

る
大
型
公
園
を

・�

平
成
通
り
を
木
更
津
ま
で
延
ば

し
た
い

・�

観
光
用
に
大
型
バ
ス
の
駐
車

場
、
共
同
ト
イ
レ
、
小
休
止

場
、
土
産
物
店
な
ど
が
不
足

・�

空
き
家
、空
き
地
問
題
の
改
善
を

・�

観
光
だ
け
で
な
く
、
企
業
、
工

場
の
誘
致
を
望
む

・�

富
来
田
地
区
の
開
発
強
化
を
願
う

・�

武
田
川
河
川
整
備
、
い
っ
せ
ん

ぼ
く
の
自
然
公
園
化

・
も
っ
と
住
み
や
す
い
木
更
津
に

・�

移
動
交
番
、
コ
ン
ビ
ニ
監
視
カ

メ
ラ
は
管
理
や
権
力
で
お
さ
え

つ
け
る
だ
け
な
の
で
反
対

・�

木
更
津
市
役
所
の
建
て
替
え
場

所
が
、
震
災
対
応
を
で
き
な
い

場
所
な
の
が
問
題

・�

金
田
西
土
地
区
画
整
理
事
業
の

早
期
完
成
に
ご
尽
力
を

・�

商
業
地
域
の
空
洞
化
が
目
立
つ

の
で
、
改
善
策
は
な
い
の
か

・�

馬
来
田
駅
前
を
ダ
ン
プ
カ
ー
が

通
行
し
な
い
よ
う
に
信
号
タ
イ

ミ
ン
グ
の
改
善
を
し
、
新
し
い

道
を
通
行
さ
せ
、
学
童
安
全
第
一
で

・
山
林
整
備
、
清
掃
を

・
市
の
広
報
が
聞
き
取
り
に
く
い

・�

木
更
津
は
、
固
定
資
産
税
が
高
く
て
生
活
で

き
な
い

・
木
更
津
に
大
学
誘
致
を

・
天
気
予
報
観
測
地
を
南
房
総
市
へ

・
各
地
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を

・
岩
根
地
区
の
道
路
の
整
備
を

・�
千
葉
県
は
、
全
て
の
面
で
遅
れ
て
い
て
、
他

県
か
ら
来
た
も
の
は
、
強
く
感
じ
る

・
真
舟
で
建
設
中
の
道
路
の
早
期
開
通
を

・
地
域
に
公
園
が
な
い

・
港
湾
の
近
代
化
を

・�

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
、
海
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
誘

致
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
開
発
の
遅
れ

が
顕
著

・�

木
更
津
駅
周
辺
が
活
気
が
な
い
の
で
、
イ
ベ

ン
ト
や
町
お
こ
し
（
婚
活
）
を

・
木
更
津
駅
西
口
の
活
性
化
を

・
岩
根
駅
東
口
駐
輪
場
の
整
備
を

・
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
検
討
を

・
鴨
川
有
料
道
路
を
無
料
化
へ

■
電
車

・�

快
速
よ
り
特
急
の
千
葉
乗
り
入
れ
化
、
品
川

ま
で
直
行

・
岩
根
駅
に
快
速
を

・
岩
根
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

・
岩
根
駅
快
速
停
車
反
対

■
社
会

・
養
護
に
拘
わ
る
人
の
待
遇
改
善

・
35
人
以
下
学
級
の
実
現
を

・
介
護
施
設
と
防
災
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
望
む

・
生
活
保
護
の
見
直
し
を

・
年
金
か
ら
消
費
税
を
と
ら
な
い
で

・
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
助
成
拡
充
を

・
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設

・�

木
更
津
市
に
国
民
年
金
で
賄
え
る
老
人
ホ
ー

ム
を

・�

消
費
税
導
入
が
福
祉
の
充
実
だ
っ
た
の
に
、

福
祉
が
ど
ん
ど
ん
削
減
さ
れ
て
い
る

■
民
主
党

・
民
主
党
は
反
省
す
る
べ
き

・�

民
主
党
の
マ
ー
ク
は
、
な
ぜ
き
れ
い
な
丸

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？

・
民
主
党
頑
張
っ
て

・
民
主
党
の
政
策
は
支
持
で
き
な
い

・
こ
の
地
域
に
衆
議
院
議
員
の
民
主
党
擁
立
を

・�

分
裂
や
、
離
党
離
脱
す
る
よ
う
な
民
主
党
員

は
ダ
メ

■
政
治

・
投
票
率
30
％
以
下
で
当
選
は
お
か
し
い

・
原
子
力
発
電
所
は
い
ら
な
い

・
参
議
院
は
い
ら
な
い

・
原
発
を
や
め
て
地
熱
発
電
へ

・
憲
法
改
正
に
反
対

・
首
相
公
選
制
に
賛
成

・�

国
同
様
に
地
方
行
政
改
革
を
断
行
す
る
べ
き

で
、
無
駄
遣
い
が
多
す
ぎ

・
原
発
再
稼
働
に
反
対

・�

憲
法
96
条
改
正
を
絶
対
に
許
し
て
は
い
け
な
い

■
そ
の
他

・
実
現
に
む
け
て
頑
張
っ
て

・�

何
事
も
先
手
必
勝
、
常
に
前
向
き
改
革
が
第
一

・
ど
れ
も
賛
成
で
す

・
期
待
し
て
い
ま
す

・
森
田
知
事
の
行
動
力
は
す
ば
ら
し
い

祈

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
８
０
０
円
恒
久
化
に
つ
い
て

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

全
般
の
意
見

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

に
つ
い
て

賛成 69％

中立 20％ 無回答 1％
反対 10％

アクアラインマラソン開催

賛成 72％

中立 17％ 無回答 1％
反対 10％

東京五輪開催

アンケート報告 御意見ありがとうございました。
（15,000 名に無作為送付、返信して頂きました）

賛成 90％

中立 6％ 無回答 1％
反対 3％

アクアライン800円恒久化

　アクアライン800円推進協議会では、浜田代議士
にご案内を頂き、東京湾アクアラインを活用した地域
づくり推進連絡協議会とともに、太田国土交通大臣
に恒久化の要望書を提出して来ました。

（
1000
円
〜
1500
円
）

・�

高
速
道
路
と
同
じ
よ
う
に
距
離
に
よ
る
課
金
を

・
1000
円
位
が
妥
当

・
ETC
な
し
で
も
800
円
に

・�

全
国
の
も
の
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、無
料
化
を

・
800
円
の
設
定
根
拠
が
不
明

・�

ETC
を
つ
か
わ
な
い
と
800
円
で
は
な
く
3000
円
で

す
！

■
負
担
に
つ
い
て

・
千
葉
県
だ
け
の
負
担
は
絶
対
反
対

・�

神
奈
川
30
％
、
東
京
20
％
負
担
す
れ
ば
賛
成

■
バ
ス
へ
の
要
望

・�

車
い
す
の
人
が
利
用
で
き
る
バ
ス
の
運
行
を

・
バ
ス
代
が
下
が
ら
な
い
の
が
不
満

・
回
数
券
を
統
一
し
て
ほ
し
い

・�

高
速
バ
ス
の
回
数
券
、
定
期
券
の
値
下
げ
を

■
要
望
・
提
案

・�

木
更
津
南
料
金
所
に
ス
マ
ー
ト
ETC
の
設
置
を

・
JR
バ
ス
の
導
入
を

・
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に
鉄
道
を

・�

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
だ
け
で
な
く
圏
央
道
も
値
下
げ
を

・�

国
の
借
金
が
増
え
る
中
で
、恒
久
化
は
難
し
い
と

思
う
の
で
、ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
買
取
り
、特
区
と

し
て
シ
テ
を
受
け
、事
業
と
し
て
活
用
し
て
は

・�

千
葉
県
の
玄
関
口
と
し
て
整
備
し
て
ほ
し
い

・
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
強
風
対
策
を

・
土
日
夕
方
の
渋
滞
対
策
を

・�

ト
ン
ネ
ル
内
の
点
検
を
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い

・�

「
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
」と
い
う
歌
を
観
光

に
活
か
し
て
は

・�

海
上
に
建
設
し
て
い
る
橋
な
の
で
、陸
上
よ
り
早

期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、800

円
の
う
ち
ど
れ
だ
け
入
っ
て
い
ま
す
か
？

・�

利
用
者
が
増
え
、
環
境
汚
染
が
心
配

・�

ま
ず
は
、
実
験
を
き
っ
ち
り
総
括
。
そ
の
上

で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
し
っ
か
り
精

算
し
、
判
断
を

・
金
田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ハ
ブ
化

・�

富
来
田
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
早
期
実
現
を

・�

金
田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
と
増
便
を

・�

ど
の
く
ら
い
の
交
通
量
が
あ
れ
ば
、
黒
字
に

な
る
の
か
知
り
た
い

・�

強
風
で
ち
ょ
く
ち
ょ
く
止
ま
る
し
、
マ
ラ
ソ

ン
で
は
数
時
間
の
事
な
の
で
、
1
年
に
一
度

は
許
容
範
囲

・�

片
側
一
車
線
を
残
し
て
行
う
な
ら
良
い

■
反
対

・
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い

・�

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
日
本
中
で
や
っ
て
い
る
の

で
、
木
更
津
じ
ゃ
な
く
て
よ
い

・�

費
用
が
か
か
り
、
地
域
負
担
が
大
き
い

・
う
回
路
が
な
い
の
で
、
絶
対
反
対

・�

高
速
道
路
を
止
め
る
も
の
で
は
な
い

■
要
望
・
提
案

・
開
催
方
法
に
は
も
っ
と
知
恵
を

・�

マ
ス
コ
ミ
が
う
ま
く
取
り
上
げ
て
く
れ
な
い

・
日
程
を
早
く
決
め
て
対
策
を

・�

久
津
間
地
区
の
離
島
化
対
策
が
必
要

・�

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に
歩
道
を
作
っ
た
方
が
良
い

・
周
囲
の
交
通
整
理
の
工
夫
を

・�

市
の
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
す
る
べ
き

・
バ
ス
会
社
も
協
力
を

・
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
べ
き

・�

食
事
な
ど
、
受
け
入
れ
準
備
が
大
切

・�

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
使
用
す
る
時
間
を
短
縮
す

る
べ
き

・
コ
ー
ス
の
変
更
を

・
短
い
コ
ー
ス
を
作
っ
て
ほ
し
い


